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(1)　第 66号 青森地区保護司会だより

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で

開
催
中
、
日
本
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
、
活
躍
に
喜
ん
で
い
る
小

生
で
あ
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
で
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
が
、

Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ｆ
Ｏ
Ｒ　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
、Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　
Ａ
Ｌ
Ｌ
。私
は
、
高
校
時
代
、
陸

上
競
技
部
で
長
距
離
を
走
っ
て
い
て
、
こ

こ
に
書
き
置
く
ほ
ど
の
記
録
は
な
く
、
他

選
手
の
背
中
ば
か
り
を
追
っ
て
い
た
。七

人
で
走
る
駅
伝
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り

短
い
距
離
が
得
意
な
選
手
、
持
久
力
が
あ

り
長
い
距
離
を
平
気
で
走
る
選
手
、
上
り

坂
や
下
り
坂
の
う
ま
い
選
手
、
様
々
な
選

手
を
駅
伝
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
選
手
を
組
み

合
わ
せ
る
。一
人
が
ブ
レ
ー
キ（
故
障
や
体

調
不
良
な
ど
で
タ
イ
ム
が
予
想
よ
り
は
る

か
に
遅
れ
る
こ
と
）す
る
と
、選
手
に
な
れ

な
か
っ
た
部
員
や
先
輩
た
ち
が
、
あ
と
を

走
る
選
手
に
そ
の
状
況
を
知
ら
せ
、
み
ん

な
で
カ
バ
ー
す
る
。携
帯
電
話
な
ど
な
い

時
代
、
さ
ぞ
気
ぜ
わ
し
い
思
い
を
し
た
こ

随
　
想

御鈴滝
【撮影】　令和元年 9月中旬　青森地区保護司会　佐々木　雅久（ 広報部）

青森市入内の先。鳥居をくぐって坂道を下る。落差15ｍで、市内
で大きい滝の１つ。近くには、湧き出る清水が難病や眼病治癒に
効果があったといわれる「石神様」がある。

天
内
　
修

青
森
地
区
保
護
司
会

会
　
長

と
だ
ろ
う
。試
合
後
の
反
省
会
で
は
、
選

手
、部
員
、先
輩
、顧
問
の
先
生
、み
ん
な
で

う
ま
く
い
っ
た
こ
と
や
失
敗
し
た
こ
と
を

話
し
合
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
私
は
、
三
十
八
歳
の
と
き
に
保
護
司
へ

の
誘
い
を
受
け
ま
し
た
が
、
当
時
は
仕
事

も
忙
し
く
、世
間
も
知
ら
な
い
若
造
で
、お

断
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、何
度
も
お

話
が
あ
り
、自
ら
の
勉
強
と
思
い
、四
十
歳

で
拝
命
。す
ぐ
に
保
護
観
察
対
象
者
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
、
往
来
訪
や
家
族
と

の
面
接
、私
も
緊
張
し
て
い
る
が
、相
手
も

緊
張
し
て
い
る
。人
と
話
を
す
る
こ
と
が

苦
手
な
私
と
し
て
は
、
正
直
つ
ら
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
、分
会
の
研

修
で
親
ほ
ど
年
の
離
れ
た
先
輩
保
護
司
に

話
し
た
と
こ
ろ
、
誰
も
が
そ
ん
な
経
験
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
、
先
輩
方
の
苦
い
経

験
や
助
言
を
い
た
だ
き
、
少
し
ホ
ッ
と
し

な
が
ら
、
そ
の
後
の
美
味
し
い
お
酒
を
い

た
だ
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
時
が
た
ち
、
更
生
保
護
関
係
の
法
律
が

改
正
さ
れ
た
り
、
新
し
い
法
律
が
で
き
た

り
、今
、各
地
方
自
治
体
に
策
定
を
お
願
い

し
て
い
る
再
犯
防
止
推
進
計
画
も
し
か

り
、そ
の
時
々
で
常
に
変
化
し
て
い
る
。し

か
し
、私
が
思
う
に
、周
り
は
常
に
新
し
い

も
の
が
で
き
て
い
る
が
、
対
象
者
や
そ
の

家
族
、
人
間
同
士
の
関
わ
り
方
は
基
本
的

に
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。人
そ
れ
ぞ
れ

が
、相
手
を
思
い
や
る
、Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ｆ
Ｏ
Ｒ

　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
、Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｆ
Ｏ
Ｒ　
Ａ
Ｌ
Ｌ
。

みすずのたき



令和元年 10月 31日 第 66号　(2)青森地区保護司会だより

　
毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
・

再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
、
今
年
度
の
中
学
校
と
の
連
携
は
、

浪
打
中
学
校（
校
長　
佐
藤
明
彦
）で
７
月
11
日
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
数
2
3
5
名
、
教
職
員
24
名
、
ほ

か
保
護
者
・
地
域
関
係
者
・
保
護
司
を
含
め
約
60
名
が
参
加
。

第69回 社会を明るくする運動
～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～ 【来年度 佃中学校】

浪打中学校

【第２部】演奏 青森県警察本部音楽隊
カラーガード隊

【第１部】講演
當古寺 住職　長谷部　達徳（保護司）

「知・仁・勇の三徳について」

佐藤校長へ青森保護観察所
・本平所長より内閣総理大
臣メッセージを伝達

挨拶する小野寺市長代理
福井福祉部次長　

社会を明るくする運動のぼりを校舎の周りに設置

更生ペンギンのホゴちゃんも来校

保護司のみなさん保護者と保護司スタッフのみなさんお礼の言葉　生徒会長



令和元年 10月 31日(3)　第 66号 青森地区保護司会だより

【生徒の感想文】 全校から189通が寄せられました

「社会を明るくする運動」に参加して



令和元年 10月 31日 第 66号　(4)青森地区保護司会だより

分
会
だ
よ
り

小
湊
中
学
校
ミ
ニ

集
会
に
参
加
し
て

夫

っ
　ぱ
　

工

い

い
　

【
山
本　
光
蔵
】

甲
田
中
で
、
少
年
鑑
別

所
の
教
官
に
よ
る
講
演

筒
井
中
学
校
で
の

「
坊
主
の
ひ
と
り
ご
と

　
　
　
ブ
ツ
ブ
ツ
仏
」

【
鬼
柳　
久
美
子
】

第１分会

第2分会

第3分会

【
白
鳥　

き
よ
み
】

　
第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」の
一
環
と
し
て
、第
1
分
会
で
は
、

令
和
元
年
7
月
17
日
、
平
内
町
立
小

湊
中
学
校
に
お
い
て
「
ミ
ニ
集
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
保
護
司
1
年
生
の
私
は
、
初
め
て

の
参
加
で
し
た
が
、
先
輩
保
護
司
の

皆
様
と
共
に
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
を
活
用
し
た
広
報
活
動
、
第

1
分
会
の
山
形
民
雄
氏
に
よ
る
講
話

等
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
小
湊
中
学

　
令
和
元
年
7
月
26
日
（
金
）
筒
井

中
学
校
で
、〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
青
森
第
2
分
会
ミ
ニ
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
筒
井

中
学
校
1
〜
3
年
生
の
J
U
M
P
チ

ー
ム
21
名
と
教
頭
先
生
、
2
分
会
の

保
護
司
8
名
で
し
た
。
参
加
者
全
員
、

１
人
ず
つ
自
己
紹
介
の
後
、
関
一
宇

保
護
司
（
常
福
院
住
職
）
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
坊
主

の
ひ
と
り
ご
と
（
ブ
ツ
ブ
ツ
仏
…
）」

み
な
さ
ん
、
食
い
入
る
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
犯
罪
で
は
な
い

が
、
大
き
い
音
を
出
し
て
近
隣
住
民

校
の
校
長
先
生
始
め
教
職
員
の
皆
様

の
運
動
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力

に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講

話
に
お
い
て
は
、「
万
引
き
事
犯
の
悪

性
」等
に
つ
い
て
説
明
。
ビ
デ
オ「
2

つ
の
道
」
を
上
演
い
た
し
ま
し
た
が
、

生
徒
の
皆
様
の
真
剣
な
受
講
態
度
を

見
て
、
平
素
の
非
行
防
止
等
に
対
す

る
指
導
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
感

激
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
保
護
司
の
職
務
と
し
て
、「
罪

を
犯
し
た
人
の
更
生
」
に
重
点
を
置

い
た
考
え
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
「
ミ
ニ
集
会
」
で
学
校
・
地
域

の
皆
様
に
触
れ
、
年
間
を
通
じ
た
地

道
な
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
」
を
築
く
運
動
の
重
要
性
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、「
更
生
保
護
」
と
「
社

明
運
動
」
を
車
の
車
輪
と
捉
え
て
活

動
し
よ
う
と
決
心
し
た
1
日
で
し
た
。

か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
集
団

で
ふ
ざ
け
あ
っ
て
歩
い
て
い
て
注
意

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

中
学
生
ら
し
い

意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
お
昼
も

近
く
な
っ
た
の

で
、
お
い
し
い

恵
比
須
屋
さ
ん

の
お
弁
当
を
食

べ
て
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
た
2
分
会

で
は
、
数
年
前

か
ら
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た

保
護
司
さ
ん
に
、

長
年
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
慰

労
祝
賀
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

平
成
31
年
2
月
28
日
に
退
任
さ
れ
た

佐
藤
武
治
さ
ん
を
囲
ん
で
、
思
い
出

話
や
失
敗
談
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。（
H
31
．
3
．
30　
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
）
ま
だ
ま
だ
保
護
司

や
っ
て
ほ
し
か
っ
た
・
・
・（
涙
）

【
法
務
大
臣
】

森
　
ま
さ
こ

昭
和
39
年
生
ま
れ

福
島
県
い
わ
き
市
出
身

参
議
院
議
員（
当
選
３
回
）

東
北
大
卒
（
弁
護
士
）

　
社
明
運
動
ミ
ニ
集
会
は
、
毎
年
甲

田
中
学
校
で
開
催
。
7
月
17
日
（
水
）

午
後
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
青
森
少

年
鑑
別
所
に
お
願
い
し
、
主
席
専
門

官
・
小
澤　
豊
氏
を
講
師
に
迎
え
「
き

み
の
思
い
の
伝
え
方
？
」
と
題
し
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏
休
み
を

前
に
、
生
徒
た
ち
が
非
行
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
生
徒
た
ち
の
寸
劇

を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、
み
な
真

剣
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
生
徒
3
5
0
名
、
教
職

員
29
名
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
地
元
町

会
長
さ
ん
、
保
護
司
11
名
と
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
ホ
ゴ
ち
ゃ

ん
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
、チ
ラ
シ
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
全

員
に
配
布
し
ま

し
た
。

　
後
日
、
８
月

に
満
期
退
任
に

な
る
２
名
の
保

護
司
さ
ん
の
送

別
会
を
兼
ね
て

社
明
運
動
の
反

省
会
を
開
き
、

い
つ
も
よ
り
思

い
出
深
い
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

出典：参議院ホームページより



令和元年 10月 31日(5)　第 66号 青森地区保護司会だより

　
二
百
十
日
に
あ
た
る
9
月
1
日
恒

例
の
第
13
回
か
か
し
ロ
ー
ド
２
８
０

の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
油
川

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
の
に
合

わ
せ
て
、
第
4
分
会
有
志
で
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
吉
幾
三
大
型
か
か
し
を
筆

頭
に
５
５
０
体
の
か
か
し
が
設
置
さ

れ
、
こ
の
お
祭
り
も
年
々
賑
わ
い
を

増
し
て
お
り
ま
す
。
和
太
鼓
を
演
奏

　
第
５
分
会
（
分
会
長
鎌
田
喜
代
志
）

で
は
、
毎
年
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
学
校
連
携
事
業
と
し
て
、
青

森
県
立
浪
岡
高
等
学
校
（
校
長
神
卓

也
）
の
教
員
生
徒
と
と
も
に
座
禅
会

を
開
催
し
て
い
る
。

14
回
を
数
え
た
今
年
の
座
禅
会
は
、

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
…
。

っ
　

か
か
し
ロ
ー
ド
で
の

社
明
広
報
活
動

坐
禅
会
を
終
え
て

【
阿
部　
　
哲
】

第4分会

【
七
戸　
俊
逸
】

第5分会

し
た
愛
心
保

育
園
の
園
児

や
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
ダ
ン
ス

の
Ｐ
Ｋ
Ｊ
パ

ワ
フ
ル
キ
ッ

ズ
の
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま

た
稲
穂
を
バ

ッ
ク
に
お
面

か
か
し
に
掲

示
さ
れ
た
子

供
た
ち
の
俳

去
る
7
月
24
日
、
保
護
司
で
も
あ
る

曹
洞
宗
元
光
寺
斎
藤
光
司
住
職
の
ご

協
力
の
も
と
、
先
生
と
生
徒
17
名
が

参
加
し
、
聖
僧
を
務
め
た
副
住
職
か

ら
座
禅
の
作
法
を
教
わ
っ
た
後
、早
々

本
堂
に
お
い
て
座
蒲（
ざ
ふ
）に
座
り
、

半
眼
の
姿
勢
を
保
ち
、
心
を
落
ち
着

か
せ
て
い
た
。
警
策
（
き
ょ
う
さ
く
）

を
初
め
て
受
け
、
吃
驚
（
び
っ
く
り
）

し
な
が
ら
も
、
最
後
に
座
蒲
を
整
え
、

座
禅
体
験
を
終
え
た
。

　
そ
の
後
、
朝
食
会
に
移
り
、
住
職

よ
り
修
行
僧
の
食
事
並
び
に
更
生
保

護
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。
参
加
し
た

柔
道
部
1
年
生
の
3
人
か
ら
は
、「
寺

の
厳
し
さ
を
は
じ
め
、
い
つ
も
と
違

う
体
験
が
で
き
た
」（
倉
田
君
）、「
ゴ

マ
塩
の
お
か
ゆ
が
お
い
し
い
。
最
後

句
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
子
供
た
ち

に
い
じ
め
も
虐
待
も
な
い
環
境
を
提

供
し
て
あ
げ
る
為
に
地
域
社
会
で
出

来
る
事
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
だ
ろ

う
と
の
想
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し

た
。
　
遡
る
こ
と
8
月
17
日
に
は
、
新
城

ま
つ
り
も
行
わ
れ
、
こ
の
場
に
て
も

社
明
運
動
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
旧
聞
に
な
り
ま
す
が
第
四
分
会
新

年
会
、
ベ
テ
ラ
ン
保
護
司
た
ち
の
困

難
事
例
の
披
瀝
合
戦
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
て
、
新
人
に
は
大
変
有

意
義
で
し
た
。

森
　
ま
さ
こ

昭
和
39
年
生
ま
れ

福
島
県
い
わ
き
市
出
身

参
議
院
議
員（
当
選
３
回
）

東
北
大
卒
（
弁
護
士
）

　
社
明
運
動
ミ
ニ
集
会
は
、
毎
年
甲

田
中
学
校
で
開
催
。
7
月
17
日
（
水
）

午
後
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
青
森
少

年
鑑
別
所
に
お
願
い
し
、
主
席
専
門

官
・
小
澤　
豊
氏
を
講
師
に
迎
え
「
き

み
の
思
い
の
伝
え
方
？
」
と
題
し
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏
休
み
を

前
に
、
生
徒
た
ち
が
非
行
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
生
徒
た
ち
の
寸
劇

を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、
み
な
真

剣
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
生
徒
3
5
0
名
、
教
職

員
29
名
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
地
元
町

会
長
さ
ん
、
保
護
司
11
名
と
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
ホ
ゴ
ち
ゃ

ま
で
座
っ
て
い
ら
れ
た
。」（
西
野
君
）

「
初
め
て
お
寺
に
入
り
内
装
の
き
れ
い

さ
に
驚
い
た
。
お
尻
が
痛
か
っ
た
け

ど
良
い
体
験
に
な
っ
た
」（
佐
々
木
君
）

と
、
こ
の
体
験
を
試
合
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

ん
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
、チ
ラ
シ
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
全

員
に
配
布
し
ま

し
た
。

　
後
日
、
８
月

に
満
期
退
任
に

な
る
２
名
の
保

護
司
さ
ん
の
送

別
会
を
兼
ね
て

社
明
運
動
の
反

省
会
を
開
き
、

い
つ
も
よ
り
思

い
出
深
い
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

出典：参議院ホームページより
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　「
広
げ
よ
う
非
行
を
防
ぐ
地
域
の
輪
」「
ふ
れ
あ

い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
」
の
テ
ー
マ
の
下
、

第
38
回
み
ん
な
の
つ
ど
い
が
、
７
月
22
日
（
月
）

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
神
和
子
実
行
委
員
長
（
青
森
地
区
更
生

保
護
女
性
会
長
）
挨
拶
の
後
、
小
野
寺
青
森
市
長函館地区保護司会　函館東地区更生保護女性会「TAKiO のソーラン節」

　
野
辺
地
地
区
の
担
当
で
、
六
ヶ
所
村
尾
駮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
Ｉ「
講
義
」
で
は
、「
少
年
鑑
別
所
の
処

遇
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
青
森
少
年
鑑
別
所
　
統
括
専
門
官
　
永
井
浩

明
氏
が
講
師
と
し
て
発
表
、
研
修
ＩＩ「
公
演
」
で
は
、
日
本
チ
タ
ー
協
会

会
長
・
日
本
チ
タ
ー
奏
者
及
び
教
育
者
の
内
藤
敏
子
氏
を
迎
え
「
音
が

命
あ
る
全
て
の
も
の
に
与
え
る
影
響
」
の
発
表
と
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
保
護
司
活
動
の
充
実
に
役
立
た
せ
る
の
が
目
的
で
、

参
加
保
護
司
75
名
で
し
た
。

（
代
理
・
舘
山
福
祉
部
長
）、
本
平
青
森
保
護
観
察

所
長
、
長
谷
川
市
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
益
金
贈
呈
、
天
内
青
森
地
区
保
護
司
会
長
の

謝
辞
に
続
き
、
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
各

地
区
更
生
保
護
女
性
会
や
賛
助
会
員
の
舞
踊
・
唄

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
年
も
青
函
交
流
で
函
館
地

区
保
護
司
会
・
函
館
地
区
東
更
生
保
護
女
性
会
か

ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

青森地区更生保護女性会社会を明るくする運動

みんなのつどい

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
研
修
会

青
森
地
区
保
護
司
会
　 

野
辺
地
地
区
保
護
司
会
　
む
つ
下
北
地
区
保
護
司
会

令
和
元
年
度 

【
担
当
/
野
辺
地
地
区
】
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
な
が
ら

講
義
す
る
永
井
統
括
専
門
官

　
平
成
21
年
青
森
県
更
生
保
護
大
会

で
公
演
し
た
後
、
野
辺
地
地
区
の
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
25
年
、
28

年
、
30
年
と
参
加
さ
れ
「
何
を
す
る

と
き
で
も
、
大
切
な
こ
と
は
、
ど
れ

だ
け
心
を
込
め
て
し
た
か
」
と
小
学

生
に
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
は
、
石

巻
市
民
交
響
楽
団
創
立
40
周
年
を
記

念
す
る
復
興
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
地
元
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
す
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
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新任保護司紹介新任保護司紹介令和元年9月１日付 「保護司の委嘱をうけて」

第 1分会
青森市平新田

白取　めぐみ

　
こ
の
度
、
保
護
司
の
委
嘱
を
受
け

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
子
供
た
ち
の
義
務
教
育
の
卒
業
を

機
に
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

携
わ
り
な
が
ら
2
0
年
余
り
に
な
り

ま
す
。
都
度
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
自
身
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
で
も
心
に
残
る
若
い
苦
い
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
子
供
の
学
校
の
委

員
会
活
動
（
校
外
委
員
）
に
所
属
し

て
い
た
時
で
す
。
そ
の
頃
特
に
問
題

行
動
を
起
こ
す
一
男
子
生
徒
が
お
り

ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に

問
題
は
家
庭
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
が
、
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ず
毎
朝
の
お
に
ぎ
り

と
只
々
話
を
聞
く
こ
と
で
教
室
へ
見

送
っ
て
い
ま
し
た
。
男
子
は
専
門
学

校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
た
の
を

知
り
、
祖
母
が
入
学
金
の
工
面
を
し

て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し

授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
中
途
退
学
し

た
と
ず
っ
と
後
に
な
り
知
り
ま
し

た
。
偶
然
出
会
い
、
言
葉
を
か
け
て

く
れ
た
の
で
す
。

　
あ
の
時
も
っ
と
何
か
し
て
あ
げ
ら

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
悔
や
ま
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。
あ
た
た
か
な
環
境

で
育
っ
て
い
た
な
ら
彼
の
人
生
は
違

っ
て
い
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
来
「
更
生
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
現
在
の
環
境
の
中
で
出
来
得

る
こ
と
が
誰
か
の
役
に
立
つ
の
で
あ

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

研
鑽
を
積
み
、
保
護
司
と
し
て
冷
静

な
判
断
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
講
習

会
に
参
加
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
先
輩
保
護
司
の
皆
様
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら

勉
強
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第 1分会
青森市佃

安田　由美子

　
私
は
5
年
前
よ
り
女
性
と
女
児
の

た
め
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

所
属
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
会

員
の
紹
介
で
更
生
保
護
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
世
界
に
お
け
る
女

性
と
女
児
の
貧
困
、
教
育
人
権
な
ど

不
平
等
な
現
実
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

心
が
締
め
付
け
ら
れ
何
か
も
っ
と
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
と
日
々
勉
強
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
2
0
1
5
年
9
月
に
国
連
が
採
択

し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成

に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
平

和
な
社
会
、
誰
も
が
法
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
社
会
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
国
内
に
目
を

向
け
る
と
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は

　
三
年
前
に
長
年
勤
め
た
職
場
を
退

職
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
好
き
な
趣
味

を
や
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
所
、
尊
敬

す
る
方
か
ら
の
推
薦
が
あ
り
、
こ
の

度
保
護
司
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
保
護
司
と
は
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
正
義
感
の
あ
る
お
じ
さ
ん

が
な
る
も
の
だ
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
く
、
女
性
の
保
護
司
も
居
る
の

も
知
ら
な
い
と
い
っ
た
具
合
で
し

た
。

　
研
修
で
先
輩
保
護
司
の
方
々
の
お

話
を
聞
く
に
つ
れ
、
本
当
に
私
で
大

丈
夫
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
輩
か
ら
は
、
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
、
貴
方
ら
し
く
焦
ら
ず
、
相

手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
一
歩
ず
つ
進

ん
で
行
け
ば
良
い
の
で
す
よ
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
前
向
き
に
な
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
研
修
等
積
極
的
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
保
護
司
と
し
て
相

手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ

れ
る
保
護
司
を
目
指
し
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 3分会
青森市大野

柿﨑　由見子

毎
日
の
よ
う
に
悲
惨
な
事
件
を
目
に

し
ま
す
。
犯
罪
を
起
こ
し
た
人
は
確

か
に
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
す
が
彼
ら

に
も
人
権
が
あ
り
ま
す
。
罪
を
償
い

社
会
に
戻
る
環
境
作
り
は
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
る
所
存
で

す
。

保
護
司
候
補
者

推
薦
希
望
地
域

保
護
司
ご
推
薦
に
あ
た
っ
て
、

特
に
補
充
し
た
い
地
域
で
す
。

浜
館

自
由
ヶ
丘

戸
山

駒
込

桂
木

浜
田

松
原

勝
田

第
二
問
屋
町

妙
見

横
内

青
葉

旭
町

金
沢

北
金
沢

富
田

石
江

久
須
志

浪
館
前
田

千
富
町

外
ヶ
浜
町 

蟹
田

蓬
田
村

女
鹿
沢

下
十
川

増
舘

【
第
1
分
会
】

【
第
２
分
会
】

【
第
３
分
会
】

【
第
４
分
会
】

【
第
５
分
会
】　
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【
広
報
部
員
　
七
戸
　
俊
逸
】

　
前
広
報
部
長
伊
藤
尚
三
氏
が
こ
の
度
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
十
三
年
間
の
長
き
に
亘
っ
て

の
編
集
長
職
、
誠
に
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。「
普
通
は
そ
れ
言
い
に
く
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
様
な
事
も
、
例
の
飄
々
と
し
た
口
調

で
サ
ラ
リ
と
切
り
込
む
硬
派
な
編
集
長
で
あ

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
広
報
部
の
慰
労

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
七
月
に
発
売
さ
れ
て
九
月
現
在
で
七
版
を

重
ね
て
い
る
「
ケ
ー
キ
の
切
れ
な
い
非
行
少

年
た
ち
」（
新
潮
新
書
）
と
い
う
本
が
あ
り

ま
す
。
著
者
は
宮
口
幸
治
さ
ん
。
児
童
精
神

科
医
で
法
務
省
矯
正
局
職
員
と
し
て
医
療
少

年
院
に
勤
務
さ
れ
た
方
で
す
。

　
タ
イ
ト
ル
に
惹
か
れ
て
読
ん
で
み
た
の
で

す
が
、
彼
の
担
当

し
た
多
く
の
非
行

少
年
た
ち
が
ケ
ー

キ
を
三
等
分
す
る

こ
と
が
出
来
な
い

の
だ
そ
う
で
す
。

簡
単
な
図
形
を
写

せ
な
い
、
直
前
に
聞
い
た
短
い
文
章
を
復
唱

出
来
な
い
、
融
通
が
効
か
な
い
、
力
加
減
が

出
来
な
い
等
の
知
的
障
害
と
ま
で
は
云
え
な

い
子
供
た
ち
が
、
一
般
社
会
の
中
で
ど
れ
ほ

ど
生
き
づ
ら
か
っ
た
か
と
い
う
指
摘
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
知
的
レ
ベ
ル
で
は
問
題
が
な
い

の
に
勉
強
が
出
来
な
い
子
は「
怠
け
て
い
る
」

「
性
格
が
問
題
だ
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
続
け
て
き
た
訳
で
す
。
黒
板
を
ノ
ー
ト

に
写
せ
な
い
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
理

由
が
解
き
明
か
さ
れ
ま
す
。文
中
の
一
文「
子

供
の
心
に
扉
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
取
手

は
内
側
に
し
か
付
い
て
い
な
い
」。

　
既
に
お
読
み
に
な
っ
た
方
も
沢
山
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
気
付
き
の
多

い
本
で
し
た
の
で
参
考
ま
で
に
ご
紹
介
を
。

今
号
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
に
な
り
ま

す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
。
・
・
・
あ
ま
り
期

待
さ
れ
て
も
困
り
ま
す
が
。

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
街
頭
広
報
活
動
」

市
役
所
駅
前
庁
舎（
ア
ウ
ガ
）前
と
青
森
ね
ぶ
た
で
の
啓
発
活
動
!

【
ア
ウ
ガ
前
】　
7
月
7
日
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
地
区
推
進
委
員
長
（
小
野
寺
青
森

市
長
　
代
理
　
福
井
福
祉
次
長
）、
天
内
青
森

地
区
保
護
司
会
長
・
阿
部
地
域
活
動
部
会
長
、

地
域
活
動
部
会
員
、
企
画
調
整
保
護
司
が
参
加

し
、「
黄
色
い
羽
根
」「
社
明
広
報
グ
ッ
ズ
」
を

配
布
。
1
時
間
程
の
活
動
で
し
た
。

【青森ねぶた祭り】　8 月 6 日、青森市 PTA 連
合会ねぶたの協力を得て、県保護司会連合会、
青森保護観察所、青森地区保護司会が参加、社
明のぼりを持って、うちわ・広報用チラシを沿
道の観客に配布しました。

〔
あ
と
が
き
〕


